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3 学校関係者評価におけるご意見等

校内研修会の実施が適切に行われてい
る。

学習習慣の定着、学習意欲・学力の向上、
原級留置者の減少等の取り組みが行われ
ている。

・今後、コロナ収束後に、その間にできなかったことを精査してみてはと思います。

生徒指導

規律ある生活習慣の確立(基本的生活習
慣、服装、頭髪、授業)の取り組みが行わ
れている。

本校の生徒指導は「学校いじめ防止基本
方針」通りに実行されている。

・アクティブラーニング
等による授業改善
・授業規律の徹底
・学習習慣の確立

B
(2.8)

B
(2.8)

・地域、保護者、関係
機関とのさらなる連携
の強化
・生徒理解へのさらな
る推進

B
(3.4)

B
(3.4)

進路指導

B
(3.2)

B
(3.4)

・インターンシップの充
実
・キャリア教育の推進
・資格取得推進を含め
た進路実現のための
支援の充実
・情報提供の工夫、改
善

A
(4.0)

A
(3.8)

A
(4.0)

望ましい職業観や勤労観を身に付けるよう
な進路指導が行われている。

・原級留置者に対する対策（改善の方策）は別のところにある気がします。
・生徒の成長のためにも、無いものねだりではなく、民間などにある設備を有効に活用できる体制整備が必要と考えます。

保護者との日常的な連携が図られている。

充実したＰＴＡ活動が行われている。

全教職員の共通理解による指導の一貫性
は図られている。

・今回、コロナで停滞した地域関係を収束後どう進めていくのか。またその対策。
・本校の取組を現社会状況の下、どのように連携を図っていくのか、再度分析を図り、お願いする部分も含め、具体的な連携が必要と考えます。

・道内工業高校の先生方との意見交換の場を増やしてみてはどうか。
・教職員の努力する姿、改善への道しるべは伺えますが、一学校として解決できない課題にどのように取り組んでいくのか、道教委との連携が
重要と考えます。

・PTA活動の充実
・情報発信の工夫及び
改善
・地域、保護者、関係
機関とのさらなる連携
の強化

生活指導において保護者・関係諸機関との
緊密な連携が保たれている。

自己評価の
結果の内容
の適切さ

改善の方策

・学校経営への参画
・教職員間の良好な人
間関係の構築推進

北海道室蘭工業高等学校

（１）　基礎的・基本的学力を確実に身に付け、自ら学び続ける意欲と態度を育てる。
（２）　豊かな人間性と自主・自律の精神を育てるとともに、望ましい人間関係を構築させる。
（３）　自己の在り方、生き方を考え、自らを高め、主体的に進路を決定する能力を育てる。
（４）　自他の生命を尊重し、健康で安全を営む習慣を育てる。

学校運営は全教職員間の協働体制のも
と、推進されている。

評価項目・指標等

職員会議は機能的かつ適正に行われてい
る。

学校経
営全般

生徒や保護者へ進路情報の提供が積極的
に行われている。

学習活動が効率的かつ適正に行われるよ
う設備等が整備されている。

学習指導

授業の工夫・改善が行われている（ICT活
用・アクティブラーニング等）。

・生徒指導は、家庭、学校、地域連携が重要、その通りだと思います。
・生徒指導以上に、親への意識改革が難しい時代だと考えております。したがって、PTAや親御さんとの連携について、課題提起も含めて連携
を図る必要があるものと考えます。

関係機関
との連携

地域と連携した多様な教育活動の推進（現
場見学、ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ、地域の人材活用、地
域行事への参加）が適切に行われている。

本校の教育活動をホームページ等で家庭・
地域に情報発信している。

A
(3.6)

スクールカウンセラー、パートナーティー
チャー等の人材の活用は積極的に行われ
ている。

・進路情報を各学年ごとに説明してあげると安心すると思います。
・就職に向けた取組は良好と考えておりますが、課題として言われている３年後の高い離職率をどのように改善していくか、是非、就職後の追跡
調査などによる改善が、本校の知名度UP、信頼に繋がるものと考えます。
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B
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今後の改
善方策の
適切さ

取組の適
切さ

進路意識の高揚を図る取り組みの推進が
行われている。

B
(3.4)

重点目
標の適
切さ

本校の伝統、校風を大切にしながら、生徒や家庭・地域の実態に合わせ重点目標を設定して
いる。

小項目

達成
状況

取組
の

適切さ

学校運営

教育活
動全般

学校関係者評価基準

A=4：十分 B=3：概ね十分

C-2：やや不十分 D=1：改善が必


